
　皆さま，明けましておめでとうございます。本年も『臨床眼科』のご愛読をよろしくお願いい
たします。
　64 巻第 1 号も盛りだくさんの内容となりました。京都大学の山中伸弥教授らが世界で初めて作
製し，現在世界中で話題となっている iPS 細胞について，網膜変性との関連で平見恭彦氏らが今
月の話題「iPS 細胞と網膜再生」の中で大変わかりやすく解説しています。この論文では，ES 細
胞から作製された網膜細胞がすでに動物実験で網膜下に移植され，機能的にも改善がみられたと
いう Lamba らの研究が紹介されていますが，網膜色素変性に対する根本的な治療へのあゆみが一
歩ずつ確実に進んでいるという印象をもたせてくれています。
　〈公開講座〉炎症性眼疾患の診療「急性出血性結膜炎」では青木功喜氏らが，この疾患の命名と
エンテロウイルス 70 の分離に関する研究が杉浦清治元教授率いる北海道大学眼科の成果であっ
たことを述べています。西田輝夫教授監修による「説き語り論文作法」では「的確な文献引用」
が解説されています。単に論文を仕上げるための文献引用の作法にとどまらず，日頃からの学術
論文に対する“こうあるべき対処”の仕方が述べられ，若手の眼科医ならずともすべての医師に
とって重要とされる生涯学習の面でも大変重要なエッセンスが凝集している内容です。佐藤綾子
教授のもっと医療コミュニケーション「医師と患者の『役割分担』」では，綾木雅彦氏のご指摘に
もありましたが「医師が医師らしく，患者が患者らしく振舞う」という一節が印象的です。シェー
クスピアの「世界は舞台である。そして男も女も役者にすぎない」とか，さらにショーン・オケー
シーの「世界は舞台である。そして我々は絶望的なほどにリハーサルなしである」などの名言を
も彷彿とさせます。だから人生は面白いのかもしれません。
　そして本誌では，臨床研究や症例報告に加えて「眼科医にもわかる生理活性物質と眼疾患の基
本」の新連載が始まります。最近よく眼にするようになった○○ファクターと眼疾患との関連に
ついての連載です。乞うご期待。 （中澤　満）
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